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式で表される(1b)。この接尾辞は-Ci, -Caki と一般化され(C は語彙的に定められた子音を表
す)、3 人称単数目的語表示の-a との音的融合により、-Ca, -Caka という形式になる。 
 
(1)a. au caqe tiko o yau b. au caqe-t-a tiko na polo o yau 
 1SG kick CNT PRP 1SG  1SG kick-CI-3SG CNT ART ball PRP 1SG 
 「私は蹴っている」 「私はボールを蹴っている」 
 
 先行研究は接尾辞-Ci, -Caki を他動詞派生接尾辞として扱っている。しかしながら、これ
らの接尾辞が付加されていないにも関わらず、目的語が出現している形式も観察される(2)。
加えて、接尾辞だけでなく目的語の冠詞 na も欠如している形式も存在する(3)。 
 
(2) au caqe tiko na polo o yau  
 1SG kick CNT ART ball PRP 1SG 「私はボールを蹴っている」 
 
(3) au caqe polo tiko o yau  
 1SG kick ball CNT PRP 1SG 「私はボールを蹴っている」 





より要約)。音素目録は以下の通り; /p, b [mb], t, d [nd], k, q [ŋg], r, dr [nr], v [β], f, c [ð], j [tʃ], z [ndʒ], m, n, g [ŋ], l, 













違について、Schütz(2014: 151- 152)を要約する。 
 抱合形の目的語は特定的ではなく、総称的である。e laga sere ‘She was singing’という形
式は歌を歌うという総称的な活動について言及しており、一つの個別的な(particular)歌には
言及していない。 














(4)a. au aa bili-g-a a motokaa yai  
 1SG PST push-CI-3SG ART car this 「私はこの車を押した」 
 
b. era sa bili a motokaa mayaa  
 3PL ASP push ART car that 「彼らはその車を押している」 
(Dixon 1988: 204) 
                                                        
3 当該の形式を名詞抱合と見なすか否かについては様々な議論がある。その主要な論点は音韻的に 1 語を












(5) a. 目的語抱合した動詞は常に自動詞である  
 b. 名詞的目的語(nominal object)が他動詞接尾辞に取って代わる  
 c. 元の他動詞主語名詞句が派生自動詞主語となる (Dixon 1988: 50) 
 
(6)a. e ʔana dalo b. e ʔani-Ø-a a dalo 
 3SG eat taro  3SG eat-CI-3SG ART taro 

















層において、フィジー語の他動詞構文で表される動詞は表 1 のように示すことができる。 
 
表 1: 角田(2009: 101)の二項述語階層におけるフィジー語の他動詞 





























 表 1 中の動詞を用いて、意味的他動性が抱合形の成立に関わっているか否かを探る。な
お、動詞の選定については、フィジー-英語辞書である Capell(1968)を参考にした。筆者が
作成したそれぞれの動詞の抱合形の例文を提示し、接尾辞形と同じ意味を表すかどうかを




 調査結果は表 2 のようにまとめられる。抱合形が許容されたことを✓で示す。 
 
表 2: 抱合形を許容する動詞 





voro「壊す」 ✓ nanu「覚える」  





caqe「蹴る」 ✓ vinaka「好き」  
知覚 
rai「見る」 ✓ caa「嫌い」  
rogo「聞く」 ✓ domo「欲しい」  
kune「見つける」  cudru「怒る」  
追及 
waa「待つ」 ✓ rere「恐れる」  
qara「探す」 ✓     
 
 表 2 からわかるように、抱合形の成立には意味的他動性が密接に関わっている。意味的
他動性の高い「1A 変化」と「1B 無変化」では問題なく抱合形が許容される(7)、(8)。 
 
(7)1A 変化 (8)1B 無変化 
 e voro bilo  e caqe polo 
 3SG break cup  3SG kick ball 
 「彼はコップを壊す」  「彼はボールを蹴る」 
 
 中間に属す動詞(「2 知覚」、「3 追及」)では揺れがみられる(9)、(10)。階層の右側に属す





(9)2 知覚  (10)3 追求 
 a. e rai iyaloyalo b. *e kune kii  e qara ilavo 
  3SG see movie  3SG find key  3SG search money 
  「彼は映画を見る」  (「彼は鍵を見つける」)  「彼は金を調達する」 
 
(11)4 知識 (12)5 感情 
 *e guileca vosa  *e rere kolii 
 3SG forget story  3SG afraid_of dog 




合形はより意味的他動性の高い「1A 変化」・「1B 無変化」では許容され、低い「4 知識」・







 フィジー語で書かれたオンライン記事である The Fiji Times の Nai Lalakai4の 2016 年 4 月









図 1: 接尾辞形と抱合形の統語環境(%; 小数点第二位以下切り捨て) 
                                                        













 図 1 からわかるように、接尾辞形は述部として実現する傾向が強い(13)。 
 
(13) era se vaakau-t-a tiko gaa mai na no-dra loloma kei na 
 3PL ASP send-CI-3SG CNT only hither ART PC-3PL love and ART 
veivuke na weka-da vaka-lotu mai vaalagi (...) 
help ART relative-1PL.INCL ADJZ-religion from Europe  





(14) ka rau dau mai vaakau itukutuku talegaa (...) 
 and 3DU HAB come_and send report also  
 「彼ら 2 人は連絡を取りに来ていた」 (jun202016_18_5) 
 
(15) e so na leqa e lau-rai e na ke-na sega ni 
 3SG some ART problem 3SG PASS-see 3SG ART PC-3SG NEGV SUB 
 taladroodroo vinaka tiko na vaakau dalo    
 flow_smoothly good CNT ART send taro    
 「食料の配給が迅速に行われていないと見られる問題がある」 (may302016_41_5) 
 
 抱合形全体の 32%が(16)のように項の修飾要素として実現している。 
 
(16) na bisinisi ni vaakau kaakana  

















CLAUSE STRUCTURE predicate  NPs as arguments(S, A, O, etc.) 
    
    
WORD CLASS verb  noun 









性叙述と事象叙述について益岡(2008)を表 3 にまとめる。 
 
表 3: 事象叙述と属性叙述 
 定義 例 
属性叙述 対象が有する属性を述べる。 「日本は島国だ」 
事象叙述 特定の時空間に実現するイベントを述べる。 「子供がにっこり笑った」 
(益岡 2008: 4- 5) 
 









(17) *e loma kolii (18) *e kila sala 
 3SG love dog  3SG know way 








most stable .................................................................................. least stable 
tree, green  sad, know  work shoot 
noun adj  adj verb  verb verb 
図 3: 時間的安定性のスケール(Givón 2001: 54) 
 
 抱合形を一種の属性叙述化と考えると、意味的他動性の低い動詞(図 3 でより左側に位置
づけられる動詞)は本質的に属性叙述に用いられるので、抱合形は適用されないと説明でき
る。一方、意味的他動性の高い動詞については、接尾辞形が事象叙述に、抱合形が属性叙
述にそれぞれ用いられるという区別がある。このことは図 4 のように示される。 
 
 1A 変化 1B 無変化 2 知覚 3 追及 4 知識 5 感情 
<接尾辞形> <------------------------ 事象叙述 ------------------------> <--------属性叙述--------> 
<抱合形> <------------------------ 属性叙述 ------------------------>  
図 4: 叙述類型と形式の相関5 
 
 習慣が名詞らしさに関与していることは dau の機能からも説明できる。フィジー語のに
おいて、ふつう dau は述部のマーカーとして記述される(Schütz 2014: 47)。(14)はまさに述
部のマーカーとして dau が機能している例である。しかしこれが意味拡張を経て職業を指
すことがある(Capell 1968: 46)。これは「～する人」という名詞を派生しているようにも思
われる(19)。(20)は dau が抱合形に前置し、「～する人」を表している例である。 
 
(19)a. na dau butako b. na dau droini 
 ART HAB steal  ART HAB draw 
 「盗人」  「画家」 (Gatty 2009: 34, 76) 
 
(20)a. na dau kele davuku b. na dau tei dovu 
 ART HAB dig hole  ART HAB plant sugar 
 「墓堀り屋(囚人の仕事)」  「砂糖農家」 (Gatty 2009: 63, 265) 
 





                                                        
5 「4 知識」や「5 感情」の事象叙述をどのように表すかは本稿で扱いきれなかったので、稿を改めて論
じる。例えば、5.3.節で扱うコリャーク語では時間的安定性の高低に関わらず(すなわち品詞の別に関わら












ャーク語には KU 形と N 形という形式が存在し、前者は事象叙述、後者は属性叙述に用い
られるという。名詞抱合もこの N 形を取るという。(21a)の他動詞節(KU 形)は事象叙述に
用いられている一方、(21b)では kmeŋ「子供」が抱合され、属性叙述となっている。 
 
(21) a. 事象叙述 
  ecɣi kəmiŋ-ə-n k-aŋja-ŋ-nen-Ø əllʕ-a 
  now child-E-ABS.SG IPFV-praise-IPFV-3SG.OBJ-3SG.SUBJ  mother-ERG 
  「今、母親が子供をほめている」 
   
 b. 属性叙述 
  əllʕ-Ø n-ə-kmeŋ-ə-ʔ-aŋja-qen 
  mother-ABS.SG PROPERTY-child-E-E-praise-3SG.SUBJ 
  「母は(一般的な)子供をほめるものだ」 (呉人 2010: 134) 
 






表 4: 英語の「～する人」からの逆成 表 5: 英語の分詞形からの逆成 
抱合的な動詞 逆成前  抱合的な動詞 逆成前 
baby-sit baby-sitter custom-make custom-made 
book-keep book-keeper housebreak housebroken 
bottle-wash bottle-washer mass-produce mass-produced 
dish-wash dish-washer tailor-make tailor-made 
game-keep game-keeper tax-pay tax-paid 















(22) 抱合形は、 a.  意味的他動性が高い場合のみ許容される 
  b.  述部としてより項として実現する傾向にある 
  c.  属性叙述として機能する 
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